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［要約］
　常陸南部地域の後期・終末期古墳は、箱式石棺を主とする遺骸埋葬施設を墳丘の中心か
ら外れた低い位置に設ける「変則的古墳」（市毛1963ほか）、あるいは石棺・石室の地下埋葬・
前方部上構築を原則とする「前方後円形小墳」（岩崎1992）といった在り方を最大の特色
とする。また横穴式石室や須恵器副葬の導入が遅れることでも知られ、墓制の面で畿内地
域からの影響が稀薄な文化圏として認識されている。このように在地色の強い古墳築造状
況のなかで、北浦東岸に営まれた有力首長墓である宮中野大塚古墳は、7世紀代における
関東地方の一地域と畿内政権との関係を理解するうえで重要な存在である。
　宮中野大塚古墳は全長92mを測る帆立貝形古墳で、埋葬施設が主丘部に存在せず、短
小な造り出し部中央に掘り込まれた墓坑内に構築されている。従来の研究では、地下埋葬
である点や横口を有する特異な石榔構造であることなどから、7世紀中葉の築造とする見
方が示されていた（日高2000ほか）。しかし遺物の年代観や石室規模の大きさを考慮す
ると7世紀前葉に遡上させるべきで、7世紀中葉以降、当該地域で盛行する石棺系石室の
初現形態として位置づけることが妥当である。
　以上のように在地的な石室変遷において重要な位置を占める宮中野大塚古墳は、埋葬施
設の破壊という特殊な在り方を示す点でも注目される。すなわち、構築部材の板石を抜き
取って粉々に粉砕したうえで、その石片を再び墓坑内に埋め戻すという特異な検出状況で
あった。副葬品の残存や焼土・炭化材の検出などから、後世に盗掘を受けた跡ではなく、
また単なる破壊目的の結果として片付けることも適切でない。隣接する宮中野99－1号墳
が出土遺物から7世紀中葉に比定され、畿内墓制の直接的影響が看取される点や、これと
同時代に存在したと推測される鹿島神宮の性格を勘案すると、7世紀前葉に築造された宮
中野大塚古墳の石室破壊は、在地色の強い古墳文化圏にあって、東国支配を推し進めた畿
内政権による体制変換を象徴的に示すための儀礼的行為であった可能性が考えられる。
　関東地方各地の首長墓の共通事象として、7世紀申葉前後に畿内地域から新来技術・墓
室スタイルが将来される動きを指摘できるが、常陸南部の場合、前方後円形小墳の残存や
箱式石棺・石棺系石室の卓越など、墓制の面では当該期に画期的な変化がないように窺わ
れる。しかし、99－1号墳の築造や宮中野大塚古墳の破壊に見られるように、畿内地域か
らのインパクトが存在したことは確かであり、その意味では関東地方の他地域と同様の状
況であったと評価できよう。墓制の面で在地性が温存された一因として、当該地域における
初期寺院造営の遅れが古墳構築に援用可能な新来技術の不採用に繋がったと考えられる。
キーワード　常陸南部、終末期古墳、石室破壊
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［資料］
はじめに
　①報告者の研究課題（大テーマ）
　●古墳時代から律令時代への過渡的段階に当たる7世紀史の実相解明
　●国家形成を推進した政権中枢部ではなく、社会変化の時代にあって対応を迫られた地域社会、
　　とりわけ当該期において列島屈指の終末期古墳が数多く造営された関東地方を対象領域
　　とする
　●中央政権による各地の再編成は複数の段階を経て実施：時期・内容に地域差が存在
　　→関東地方を一括りに論じるのではなく、関東地方内の各地域社会が時代の趨勢に合
　　　わせてどのような対応をとったのか、考古学的に明らかにすることが狙い
②本発表の主題
●常陸南部：昨年度の学術研究発表会で報告した下野南部地域（草野2009）との間に密接な
　　　　　　文化的影響関係が認められる（岩崎1992・小林2004ほか）
　→関東地方の中で下野地域と同様に在地色が強く、畿内地域との関係が強固ではない
●宮中野大塚古墳：多くの研究者が常陸南部の有力首長墓として注目（白石1991ほか）
　→7世紀代における関東地方の一地域と中央との関係を理解するうえで重要な存在
　　ただし埋葬施設の破壊という特異な状況について積極的に論じられることは少ない
　→築造年代・被葬者像を検討／埋葬施設の破壊行為をめぐる問題について仮説を提示
③常陸南部における後期・終末期古墳の特色
●「変則的古墳（常総型古墳）」（市毛1963ほか）【第1図】
　（1）内部施設を墳丘裾部など中心から外れた低い位置に構築
　（2）内部施設は通常扁平な板石を用いた箱式石棺であること
　（3）合葬（追葬）を普通とすること
　（4）群集墳を形成していること
　（5）東関東中央部（常総地域）に分布すること
●「前方後円形小墳」（岩崎1992）
　小規模な前方後円墳または帆立貝形古墳で、地下埋葬あるいは前方部上などに埋葬施
　設をもつもの。茨城・千葉を中心に栃木まで分布。7世紀後葉まで残存。
●例外を除き、須恵器副葬の導入が遅れる（7世紀前半～）：下野南部も同様
●例外を除き、横穴式石室の採用が遅れる（6世紀後半～）：箱式石棺の卓越
●横穴式石室としては筑波山麓産出の雲母片岩を使用した板石組石室が盛行【第2図】
　6世紀後半～末葉：栗村東10号墳・粟田石倉古墳などの単室構造石室（半地下式）
　7世紀初頭～前半：風返稲荷山古墳・折越十日塚古墳などの複室構造石室（墳丘内）
　7世紀中葉～後半：武者塚古墳・成田3号墳などの石棺系石室（地下式）
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1．宮中野大塚古墳の被葬者像
①立地・古墳群の概要【第3図】
●茨城南部の北浦に面した標高36mの洪積台地上に位置
●全体で124基の古墳が存在し、4群に分かれる（大塚・夫婦塚周辺で70基程度）
●前方後円墳20基・帆立貝形古墳2基・円墳99基・方墳2基・長方形墳1基
●埴輪の存在が確認されているのは85・98・107号墳の3基のみ（7世紀代中心か？）
②宮中野大塚古墳の墳丘規模・形態【第4図】
●くびれ部の不明瞭な帆立貝形古墳（「熱気球形」）
●全長92m：前方後円墳の夫婦塚・お伊勢山に次ぐ規模で、当該墳形では日本最大級
③宮中野大塚古墳の埋葬施設【第5図】
●直径80mの主丘部に埋葬施設はなく、造り出し部中央に4．2×1．8mの墓坑を構築
●墓坑の主軸は東西方向で、これに直交して墓坑南西端から全長15mの墓道が伸びる
　※調査で検出された石棺はすべて東西主軸（52・54・58・69・83・84・97・98号墳）
●墓坑内に横口を有する片岩板石組施設（3．8×1．5m・高さ1．5m・平面L字形）を構築
　※規模は大きいものの、基本的には箱式石棺に横口を取り付けた構造
④宮中野大塚古墳の出土遺物【第6図】
●周溝・墓道：土師器片・須恵器甕片　※埴輪なし
●埋葬施設内：銀象嵌円頭大刀柄頭・銀製刀子柄頭・銀製弓彊・銀被弓金具など
　→遺物の年代観としては7世紀前葉頃が妥当
☆従来の築造年代観：地下埋葬や特異な石榔構造から7世紀中葉とする説（日高2000）
　→石室構造は成田3号墳などと共通性が高いが、石室規模を考慮するとこれらに先立
　　つと考えられ、遺物の年代観からも石棺系石室の初現段階として位置づけるべき
　→古墳の内容としては極めて在地色の強い地域首長墓：那珂国造の墳墓の可能性
2．埋葬施設の破壊行為について
①埋葬施設を徹底的に破壊したうえで埋め戻した痕跡【第7図】
　●構築部材である板石を抜き取って粉々に破砕したうえで、石片を再び墓坑内に充填
　●埋葬施設内の遺物（副葬品）はこれらの石の間から出土
　●床面直上には焼土・炭化物の層が埋葬施設全域にわたって覆う：儀礼的行為の痕跡
　　→後世に盗掘を受けた跡ではなく、また単なる破壊目的でもない
②その他の埋葬施設破壊事例
●新たに埋葬施設を設けるための破壊：強権による占地／限られた墓域内での造墓継続
●宮都・寺院造営に伴う削平・採石：律令制祭祀にもとつく地鎮
　→宮中野大塚古墳の埋葬施設破壊状況は上記の在り方に該当しない特異事例
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3．7世紀中葉における変革
①宮中野99－1号墳の築造
　●墳丘形態：22×34mの長方形墳で、石室2基を計画的に並列（双室墳）【第8図】
　●石室構造：石室長3．2m（玄室長2m）の片岩板石組石室【第9図】
　　※開口部のみ扁平な切石を積み上げている：碑榔式石室を意識した外観？
　　　→基本的な石室構造は在地的だが、双室墳である点や碑榔式石室を意識したかのような
　　　造作は、奈良県桜井市舞谷古墳群に代表される畿内の中堅官僚層墓制と共通
　　　　：千葉県栄町竜角寺岩屋古墳の在り方（草野2008）と類似した状況
●出土遺物：長方形鏡板付轡・金銅製毛彫馬具【第10図】→7世紀中葉頃の築造
　　※毛彫馬具の分布：東海道・東山道に連なる分布（駿河・下総・常陸・上野に集中）
→毛彫馬具；畿内政権による東国経営・東北進出の拠点が置かれたことを示す威信財
②孝徳朝における評制施行と鹿島神宮の存在
●香島評：大化5（649）年、中臣□子・中臣部兎子の申請で、下総の海上国から1里、
　　　　　常陸の那珂国から5里を割いて神評としたもの
●鹿島神宮の成立については諸説あるが、7世紀中葉の建評時に存在したことは確か
　→鹿島神宮：畿内政権の東国支配・東北進出を支える神という性格
☆宮中野大塚の破壊＝7世紀中葉における体制変換を象徴的に示すための儀礼的行為
4．結語
　●関東各地の首長墓の共通事象：7世紀中葉における畿内からの新来技術・墓室形態
　　→東京都武蔵府中熊野神社古墳：掘り込み地業・版築状盛土・上円下方墳（草野2006）
　　　群馬県宝塔山古墳：版築状盛土・硬質石材加工技術・独特な石室平面形態（草野2007）
　　　千葉県竜角寺岩屋古墳：碑榔式石室に類似した墓室形態・双室墳（草野2008）
　　　栃木県多功大塚山古墳：掘り込み地業・横口式石榔・釘付木棺（草野2009）
　●常陸の場合、前方後円形小墳の残存や箱式石棺・石棺系石室の卓越など、墓制の面では
　　7世紀中葉～後半に画期的な変化がないように窺われるが、99－1号墳の築造や宮中野
　　大塚の破壊に見られるように、畿内からのインパクトが存在したことは確か
　　　→初期寺院造営の遅れが新来技術不採用の要因となり、在地性の温存に繋がったか
図版出典
第1図：模式図は（糸川1983）より，東台5号墳遺構図は（小川・大渕1991）より，一部改変して転載。
第2図：（伊東1993）・（日高2000）・（寺内1982）・（黒澤1998）より，一部改変して転載。
第3図：（石橋ほか2006）より，一部改変して転載。
第4図～第7図：（小林ほか1983・1984）より，一部改変して転載。
第8図～第10図：（市毛1970）より，一部改変して転載。
参考図版：（堀田ほか1994）より，一部改変して転載。
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第2図　片岩板石組石室の諸例
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第5図　宮中野大塚古墳：埋葬施設
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　　　　第6図　宮中野大塚古墳：出土遺物
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①埋葬施設石材片堆積状況（上面）
①撮影方向
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②埋葬施設石材片堆積断面
写真中央の十字部分は、石材片の
堆積状況を確認するために掘り残
している畦（ベルト）
③埋葬施設完掘状況
②・③撮影方向
第7図　宮中野大塚古墳の埋葬施設破壊状況
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第8図　宮中野99－1号墳：墳丘（Sニ1／600）
第9図　宮中野99－1号墳：横穴式石室（S＝1／100）
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第10図　宮中野99－1号墳：出土遺物（S＝1／4）
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